授業実践Ⅱ：算　数　科
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第３学年　算数科学習指導案
下関市立角倉小学校　教諭　藏田　博史　
１　単元名　　もっとわり算のしかたを考えよう（あまりのあるわり算【啓林館】）
２　単元設定の理由　　　　　　　　　単元前の児童の実態調査アンケート（7月実施）【５段階の自己評価による】
	
	内　　　　　　　　　　　容
	平　均

	関心
	算数の勉強は楽しいか
	4.0

	話す
	自分の考えを話すことは好きか
	3.6
	3.5

	
	授業中は自分の考えを進んで発表しているか
	3.2
	

	
	丁寧な言葉で話しているか
	3.8
	

	聞く
	先生や友だちの話を聞くことは好きか
	4.3
	4.3

	
	先生や友だちの話は最後まできちんと聞いているか
	4.3
	

	
	先生や友だちの話すことが分かるか
	4.3
	

	書く
	書くことは好きか
	3.9
	3.8

	
	習った漢字を使って丁寧に書いているか
	3.6
	

	
	自分の考えをきちんと書いているか
	4.0
	

	読む
	本や文を読むことは好きか
	4.0
	3.9

	
	本や文に書いてあることは、読んだらよく分かるか
	4.0
	

	
	書いてあることを、考えながら読むことができるか
	3.8
	

	応じる
	友だちと話合いをするのは楽しいか
	4.6
	4.1

	
	話合いでは進んで自分の考えを話しているか
	3.7
	

	
	話合いでは友だちの考えをきちんと聞いているか
	4.4
	

	
	話合いでは、会話の紡ぎ合いができているか
	3.8
	


《児童観》本学年の児童は男子32　　人、女子30人の２学級、合計62人である。算数科の学習では、児童を３グループに分け少人数指導を実施している。
　男子は明るく元気な児童が多く、女子は控え目で物静かな児童が多い。漢字及び計算における習得に関する問題（家庭学習を含む）に対しては男女関係なく意欲的に取り組む。中学年として半年が経過し、学級の雰囲気や学習に慣れてきたため、自分なりの考えを積極的に伝え合おうとする児童も見られるようになってきた。反面、自分の考えを的確に表現することの難しさを感じ、消極的な学習態度になってしまう児童もいる。
児童には、話すことに対する苦手意識があり、そのため学習中の発表にも消極的になってしまう実態が伺える。聞くことについては、自分はきちんと話を聞いていると自覚している児童が多いが、指導者は内容まで正確には聞けていないと判断しており、どのように聞くことがきちんと聞くことなのか、児童自身が正しく理解していないと思われる。
《教材観》本単元は乗法九九を１回適用してできる除法の発展として、初めて余りのあるわり算の計算の仕方を知るとともに、除法の余りの意味及び除数と余りの大小関係を理解することが主なねらいである。

　これまで、２位数÷１位数の除法の計算で余りのない場合において、除法の意味及び除数の段の九九を使って答えを導き出すこと（九九の答えの中にあるものを被除数とする除法）を学んでいる。また、除法には等分除と包含除の２種類があることについても学習した。
　今回は、これまでの学習の発展として、乗法九九を１回適用してできる２位数÷１位数で余りのある場合の除法の意味及び計算の仕方について学習する。第４学年以降で学習する除法のためにも、乗法九九を用いて商を求める計算技能を確実に身に付けさせる必要がある。

また、日常生活の中では、余りが出たまま終わるのではなく、余りを処理して表す場面もある。そこで、単元後半では、生活の中でよくみられる問題を取り上げて、問題に応じて余りを処理し解決を図る学習を設定する。
《指導観》児童の実態及び教科・単元の特性を受け、指導に当たっては、以下の点に留意して進めていきたい。
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	・問題を見て、①分かっていること、②尋ねられていることを見付ける
・既習事項との関連を考える

・どのような解決方法が考えられるか予想する

（ペアトークも含む）

・自分なりの解決を図る

・いろいろな解決方法についても試してみる

・自分たちの考えを伝え合う

・確実で合理的かつ容易な方法について考える

・いろいろな問題に取り組み、定着を図る

・本時の重要なポイントについて再確認する


　　　　…個人　　　　　　…グループ、全体


○問題解決型の学習展開　　　　　　　算数科における問題解決型での基本的な学習の流れ
単元内の毎時の学習
において、右のような　

問題解決型の展開を図
る。問題に対して見通
しをもち、学習に参加
することで、児童の思
考力を育てたい。
また、児童の自力解　

決を図った後に、互い　

の考えを伝え合う場を
設定する。自分の考え
をもち、主体的に伝え
合う活動に参加するこ
とで、発信者・受信者　

双方の表現力・理解力をも育てていきたい。
○言語活動の充実として：話す力・聞く力の育成
先に挙げたとおり、算数科において本学年では話すこと・聞くことに課題を感じる。そこで、
　①話す力…数や式等を使って説明をする際は、単に式や答えを言うだけではなく、その式を立てた理由や、そこから分かることについても説明する。
　②聞く力…数や式等の説明を聞く際は、式や答えの正誤だけにとらわれず、解決の過程についても自分の考えと比べながら聞く。
この２つを、言語活動の充実へ向けた指導の重点をして取り上げ、単元全体を通じて指導していきたい。このことが、言語活動の充実につながることはもちろん、問題解決型の学習においても知識や理解の定着及び思考や表現の広がりにつながり、算数科のねらい達成へ迫るものと考える。
○算数的活動による効果的な取組
本単元は余りのあるわり算ということで、かけ算九九の適用1回により、割り切れた１つの答えが出てくるわけではない。そのため、考え方及び計算の仕方等に対する児童の戸惑いが予想される。そこで、実際に身体を使ったり、具体物（おはじき等）を用いたりする算数的活動を学習内容に応じて効果的に取り入れたい。このことにより、学習内容について実感を伴った理解ができるようになると考える。
３　単元のねらい

　（関心・意欲・態度）

○余りのあるわり算の問題に進んで取り組もうとする。
（数学的な考え方）
　　○わり算の意味に基づいて、余りのあるわり算を求める方法を考えることができる。

　　○わる数と余りの大きさの関係をとらえることができる。
（表現・処理）
　　○余りのあるわり算ができ、場面に応じて余りを的確に処理することができる。
（知識・理解）
　　○余りのあるわり算の計算の仕方が分かる。
（言語能力：話す力）
○数や式等を使って説明をする際は、単に式や答えを言うだけではなく、その式を立てた理由や、そこから分かることについても説明する。
（言語能力：聞く力）
○数や式等の説明を聞く際は、式や答えの正誤だけにとらわれず、解決の過程についても自分の考えと比べながら聞く。
４　指導計画（全11時間　　本時　７/11）
	小単元
	時
	学　習　目　標
	算数的活動
	言語能力の育成

	あまりの
ある
わり算の
仕方
	１
	・ものを分ける時、余りが出ることを知り、この
ような計算について課題をもつ
	グループゲームでの体験的活動
	◎聞く力

○応じる力

	
	２
	・包含除で余りのあるわり算の意味を理解する
	おはじきを使った操作的活動
	◎聞く力

○読む力

	
	３
	・余りは、いつもわる数より小さくなることを理
解する
	問題解決へ向けた話合い活動
	◎話す力

○応じる力

	
	４
	・等分除で余りのあるわり算を理解する

・余りのあるわり算の計算ができる

・余りのあるわり算の適用題ができる
	おはじきを使った操作的活動
	◎話す力

○聞く力

○書く力

	
	５
	・余りのあるわり算の答えの確かめができる
	問題解決へ向けた話合い活動
	◎聞く力

○話す力

	練　習
	６
	・余りのあるわり算の計算ができる

・余りのあるわり算の適用題ができる
	特になし
	◎書く力

○応じる力

	あまりを

考えて
	➆
	・余りを切り上げて処理する問題を理解し、活用
できるようになる
	問題解決へ向けた話合い活動
	◎聞く力

○話す力

	
	８
	・余りを切り捨てて処理する問題を理解し、活用
できるようになる
	問題解決へ向けた話合い活動
	◎話す力

○聞く力

	練習

(確かめ道場)
	９
	・余りのあるわり算の計算ができる

・余りのあるわり算の適用題ができる
	特になし
	◎書く力

○応じる力

	ステップ

ジャンプ
	10

11
	【わり算ゲーム：余りのあるわり算の習熟】
【数の色ぬり：余りの数の並び方】
	学習活動全般
	◎応じる力
○読む力


５　本時案

(1) 日　時　平成２０年９月２６日（金）５校時（１４：０５～１４：５０）

　(2) ねらい　○問題場面からわり算を使って計算することを理解し、余りを切り上げる処理の仕方について考えることができる。　　　　　　　（算数科：数学的な考え方）
○問題場面に応じた余りの処理を理解し、いろいろな場面で活用できる。　　　　（算数科：表現・処理）
○数や式等の説明を聞く際は、式や答えの正誤だけにとらわれず、解決の過程についても自分の考えと比べながら聞く。　　　　　（言語能力：聞く力）
　(3) 準備物　学習プリント、おはじき、小黒板
(4) 学習の展開
	時
	学習活動・内容
	主な発問と予想される反応
	教師の指導･支援

	３
７
５

10

15
５
	つかむ

見通す

解決する

確かめる

　　　　
定着する

振り返る
	１　問題をつかむ
・全体による確認

２　解決へ向けた見通しをもつ

・ペアトーク
↓
・全体による話合い
３　自力解決を図る
・個人活動
（場合によってペアで）

５　関連した問題を作成し、互いに解決し合う
・個人活動で問題作成
　　　↓
・２人組での問題解決
（全体で問題解決）

６　学習を振り返る


	Q1この問題の、分かっていること、尋ねられていることは何かな？

Q2今までの問題とはちがう尋ねられ方がしているよ、どこかな？
Q3何算の問題だろうか?
・わり算だよ

Q4どうして○○算だと思った?

・｢ずつ｣って書いてあるから

・35人を４人ずつに分けるんだよね

Q5どんなやり方だと解けそうか?
・わり算で計算してみよう

・おはじきを使ってやりたいな

35÷4=□
・８あまり３になったぞ! 　

・でも｢何きゃく｣と尋ねられてるよ
・答えは何と書けばいいんだ!?
Q6答えは何きゃくになりますか？

・３５÷４＝８…３だから!?

・答えは…

①５きゃく

②８きゃく
③８あまり３きゃく

④９きゃく

※単位(名数)について考えてみよう
・８のたんいは、きゃく！

・３のたんいは、人！

※「みんなすわるには…」とは、どういうことかな？

・だったら、この3人がすわる長いすがよぶんにいるね

・だったら８＋１で９きゃくだ

・さっきと同じ考え方だぞ

・□には数字か言葉が入るんだね

	・分かっていることと、尋ねられていることを、全員で確認することにより、共通理解を図る　　　　　　　　
・余りについて問題文に書かれていないことに着目させることで、本時のねらいに迫りたい
・Q３～５の３つの問いをあらかじめ提示することで、ペアトークにおける話題の焦点化を図りたい

・おはじきによる操作活動を求める児童も認め、解決へ向けた方法の一つとして学習活動４へつなげたい
・前時までの内容でつまずきのある児童は、個別に指導したい

・計算だけではうまくイメージできない児童には、おはじきや絵による操作活動を提案し、ねらいへ迫りたい
・図、絵及び具体物等を使った説明があった場合は賞賛し、算数科における適切な表現について全体に広げたい
・支持的な雰囲気づくりに努めるとともに、結果だけではなく、発信者の考え方(思考の過程)を意識し、自分の考えと比べながら聞くように、随時、声掛けをしたい
・余りをそのまま答えとしている児童には、問題で尋ねられていることに再度着目させ、その表現に目を向けさせたい

・問題作成が困難な児童に対しては、この問題と本時の問題との類似性を紹介するとともに、作例についても黒板に掲示したい
・余りについて、時には処理が必要な場合があることを伝えることで、次時の学習へと関連付けたい


(5) 評　価
○問題場面からわり算を使って計算することを理解し、余りを切り上げる処理の仕方を考えるこ

とができたか自力解決や話合いの様子からみとる。

○問題場面に応じた余りの処理を理解し活用できたか、関連問題でのノートからみとる。

○数や式等の説明を聞く際は、式や答えの正誤だけにとらわれず、解決の過程についても自分の考えと比べながら聞くことができたか、話合いの様子及び学習プリントからみとる。
研究主題：各教科等における伝え合う力を高める授業づくりに関する研究


－児童の言語活動の充実を通して－


研究の仮説：各教科等での指導において、言語活動の充実を図る授業を繰り返し実践することにより、児童の伝え合う力を高めることができるであろう








35人の子どもが、長いす１きゃくに４人ずつすわっていきます。みんなすわるには、長いすが何きゃくいりますか。











学習のまとめと


振り返りをする











□人の子どもが、□に□人ずつすわっていきます。みんなすわるには、□が□いりますか。





関連問題に挑戦する





解決へ向けた過程と


その結果を伝え合う








自力解決を図るる





解決の見通しをもつ





問題をつかむ








《言語活動の


　充実として(聞く力)》


４　解決へ向けた考えと


その結果を伝え合う


・グループでの話合い


・グループごとによる


全体への発表


・全体による話合い





※必要に応じて、おはじきを使った操作活動





・問題によっては、余りをそのままにしないことがある


・問題をよく読んで、尋ねられていることは何かをきちんとつかむ必要がある





理解を促す発問として








4

